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今日のお話 

 ❇︎はじめに 
 ❇︎知っていると良い考え方いろいろ 
     ・CRAFT 
   ・イネイブラー 
   ・病気を抱える本人への見方 
   ・コミュニケーションの工夫 
 ❇︎最後に 



はじめに 

＜自己紹介＞ 
池沢佳之 
１９９８年：福祉系大学を卒業 
１９９８年〜２００４年：精神科病院勤務 
２００４年〜現在：ハートクリニック勤務 
 
キャリアの大半は精神科デイケアでの勤務。 
常に目の前の患者さんのリハビリ・社会復帰・自立・・・ 
「その人の望む生活とは何か」ということを考えてきた。 
目の前の・・・ 



はじめに 
 
「目の前のご家族が望む生活とは何か」と思うよう
になり、以前の職場で、家族懇談会を実施。 
また、「家族支援」ということをテーマにハートク
リニックに勤務後も家族教室に関わっている 



はじめに 
 
 

現在様々なところで家族支援が行われている。 

形式も講義形式や話し合い、グループワークやコミュニ
ケーションの取り方など様々 

しかし、どのような考えで家族支援を行うかが大切なの
ではと思う 



当院の家族教室の狙い 

家族が家族として 
元気でいる！！ 



CRAFT 

•家族や関係者が本人への対応を修正することによって本人
との関係性を変え、家族が本人の行動に影響を与えられる
ことを目指す 

 
•主に依存症を含めた飲酒問題を抱えた本人が治療に拒絶
的な時、本院にではく家族や関係者に介入して、問題を改善
する考え方と方法を伝授する包括的プログラム  

 



CRAFT 

•大切なこと 
①できそうなことから始める 
②効果のない事をやめ、効果的な事をやる 

 



CRAFT 

•大切な考え方 
①相手は変わらない。しかし、働きかけることはできる。 
②人は正しい事を言われたからといって、行動を簡単に修正しない。 
③自分も相手も、ともに本当に望んでいることは何かと考えてみる。 
④自分にできる事を探してやってみる。 
⑤できていない事よりできていることに目を向ける。 
⑥目的を実現するためには考え方と方法と練習が必要。 
⑦練習してできる事を増やしていく。 
⑧うまくいかなかったら、次どうすればうまくいくかだけ考える。 
⑨どんなに小さくてもいいので、成功体験を増やしていく。 
⑩一人で行き詰まったら相談する。 

 



イネイブリング 

• ある人間関係において、他者が示す望ましくない行動や状態を終結させようと
する努力が、その意図とは逆にあるいは無自覚な意図として、結果的にその他
者に不都合や問題とされる行動や状態を継続させてしまうことがある 

• この逆説的な人間関係パターンを演じる立場にあるもののことをイネイブラー
と言う 

• 家族、友人、同僚、上司など、本人のことを大切に思っている人ほどイネイブ
ラーになりやすい 



イネイブリング 

•主な特徴 
①行動をコントロールしようとする 
  本人にあれやこれや説教したり・・・ 
 
②理由をコントロールしようとする 
  なんでこんな状態に・・・話を聞いたり、慰めた 
  り、なだめたり・・・ 
 
③結果をコントロールしようとする 
  本人の肩代わり・・・ 



イネイブリング 
＜イネイブリングする側とされる側との関係＞ 

人に自分を頼らせることで相手をコントロールしようとする人と
、人に頼ることでその人をコントロールしようとする人との間に
成立するような嗜癖的二者関係 

①家族には（依存者）本人を治すことはできない 

②家族には（依存者）本人をコントロールすることはできない 

③（依存者）本人を助けることではなく、支えとなることである 

④過去を後悔するのではなく、これからどうするかである 

⑤恐れではなく、愛情である 

     



イネイブリング 

３つの「もしも」 

   「もし〜だったら」 →  過去に対する言い訳 

   「もし〜ならば」  →  現在に対する言い訳 

   「もし〜なったら」 →  未来に対する言い訳 

             ↓ 

   「今、ここでどうするか」につながらない考え方 



イネイブリング 

 

• 悪循環を断ち切るためには・・・ 



イネイブリング 

 

• 本人：自身に向き合い、自分の治療・リハビリに責任を持つこと 

• 家族：本人の治療やリハビリを支える・・・家族自身の生活を大切にする 













最後に 

 

最後に 



コミュニケーションの工夫 

• 大切な人の問題解決という目標を実現するための最大の道具がコミュニケーション
スキル 

• 言いたい事を相手に伝わるようにいうことが、問題を解決するためには極めて重要 

• ポイントは、これまでの習慣があるので、すぐに習得できないと心得る。荒れそうな事
を少しづつやってみる 



私を主語にした言い方 

• 言葉には必ず主語があり、たいていは“私”か“あなた” 

• 「あなた」が主語になっているときは、相手との対立を生みや
すい（ケンカ言葉） 

• 「私」を主語にするといたずらに相手を刺激して対立的になる
のを避けることができる 



私を主語にした言い方 



肯定的な言い方 

• 否定的な言い方は「〜しなかったら〜なる」 
この言い方は相手を責めたり、避難することになり対立を生ん
でしまう 

• 肯定的な言い方は「〜したら〜なるよ」と言う言い方 
「〜することでこんな（良い）影響が生まれる」と言うことが伝わ
る 



肯定的な言い方 



簡潔に言う 

• 本人の様子を見ていると家族もしばしばやきもきした気分にな
る。マイナスな感情がたまり、それが溢れるように出てくること
もある 

• しかし、次々と（延々と）言い続けることは、聴き手の耳を逆に
塞いでしまう。 

• そうならないために、一言か二言で終えるように工夫をする 



簡潔に言う 



具体的に言う 

• 抽象的だったり曖昧な言い方をしても、真意は伝わりにくいも
の（少しは大人らしく振舞ったらどう？） 

• 相手のどの行動が「大人らしくない」と思っているのか、相手の
行動をどう改善してほしいと願っているのかをはっきりさせて、
それを相手に伝える 



具体的に言う 



自分の感情に“名前”をつける 

• 私たちは何事につけても感情が湧いてきます。単純な感情か
ら、色々と入り混じった複雑な感情まで色々と経験する 

• 本人の大変さを間近で見ていると、家族も苦しい感情はできる
だけ感じないように、無視したり麻痺させたりする心の作用が
働く 

• そうなると、自分の感情を言葉にすることは難しくなり、自分の
本当の気持ちは相手に伝わらなくなる 



自分の感情に“名前”をつける 



支援を申し出る 

• 具体的に本人に対して提案をする言い方 

• これまでのスキルを総動員して、提案を受けやすい雰囲気を
作るようにする 



支援を申し出る 



• 大切なのは、自分のコミュニケーションをもう一度振り返ってみて、今できることから
始めてみること 

• 簡単そうでも、いざやってみるとうまくいかないこともある（これは当たり前なこと） 

• 大切なのは「少しづつでもやってみる」ことと「それを続けていくこと」 



い・しょく・じゅう・・・ 

衣・食・住 

医・職・従 





１年間ありがとうございました 
来年もよろしくお願いいたします 

今年もお世話にな
りました 
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